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第２回（仮称）村上市スケートパーク運営管理検討委員会 会議経過 

 

１．開催日時：平成 30 年７月５日(水)午前 10 時 00 分から午前 11 時 30 分まで 

２．開催場所：村上市生涯学習推進センター ２階 大会議室 

３．出席者：（敬称略） 

【出席委員】遠藤友春委員長、佐藤真副委員長、佐藤一男委員、長谷川均委員、山田一

三委員、小林秀夫委員、渡邊優子委員、遠山恵美委員、菅原寿委員、竹内和広委員、

木村正夫委員 

【欠席委員】西原康之委員、東海林豊委員 

【事務局】板垣、加藤、太田、永田（村上市生涯学習課） 

４．傍聴者：なし 

５．議事次第 

１ 開会 

２ 議事 

①スケートボード競技映像の視聴 

②施設の運営管理について 

③実施事業について 

④スケートボード競技大会の視察について 

３ その他 

４ 閉会 

６．会議資料 

【配付資料】議事次第、委員等名簿、（仮称）村上市スケートパーク付近見取図・配置図・

１階平面図・２階平面図 

【議事資料】 

資料№１ 施設の運営管理について 

資料№２ 実施事業について（案） 

資料№３ スケートボード競技大会の視察について 

７．会議経過（議事次第２から） 

〇事 務 局：予定された委員の皆さん、お揃いです。都合により欠席の委員を申し上げ

ます。欠席の連絡があったのは、西原康行委員、東海林豊委員の 2 名です。

また、事務局の中山が欠席となります。なお、本日の会議資料につきまし

ては、事前配布させていただいております。皆様、お持ちいただいており

ますでしょうか。不足がございましたら、申し出て頂きたいですが、よろ

しいでしょうか。それでは、ただいまから「第２回（仮称）村上市スケー

トパーク運営管理検討委員会」を開催いたします。委員長より開会の挨拶

をお願いいたします。 

〇委 員 長：皆様、おはようございます。早朝より、第２回（仮称）村上市スケートパ

ーク運営管理検討委員会に出席いただきまして、ありがとうございます。

第２回目ということですが、村上市スケートボード施設条例も、この６月

議会で議決されました。議決されました条例を基に、施設の運営管理につ
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いて条例の抜粋ですけれども、資料№１によりご説明させていただきます。

その後、実施事業について資料№２により、具体的にこのようなことが考

えられるのではないか、というものを提案させていただきます。特に、実

施事業については、皆様方からたくさんご意見を頂きながら、一緒に考え

ていただけないものかと思っているところです。限られた時間ではありま

すが、たくさんご意見を賜りたいと思います。どうぞ、よろしくお願いい

たします。 

〇事 務 局：それでは、２．議事に入りますが、ここからは委員長の進行でお願いした

いと思います。なお、予定しておりました「①スケートボード競技映像の

視聴」につきましては、都合により、次回の検討委員会の際に、皆様に見

ていただくようにさせていただきたいと思いますので、「②施設の運営管理

について」から議事の進行をお願いします。 

〇長谷川委員：お詫びさせていただきます。動画を準備する予定でしたが、申し訳ござい

ません。次回、ご用意させていただきます。もし、都合がよろしければ、

７月 15 日日曜日に南魚沼市で大会が開かれる予定ですので、ご興味のある

方は、ご案内を差し上げますので、そちらのほうで、実際の競技をご覧い

ただければと思います。ご案内につきましては、事務局にお願いいたしま

して、皆様にお流しするような手配を執らさせていただきます。申し訳あ

りませんでした。次回、必ず、ご用意させていただきます。 

〇委 員 長：それでは、議事に移らせていただきます。「②施設の運営管理について」、

事務局から説明願います。 

〇事 務 局：お手元に「資料№１施設の運営管理について」をご用意願います。こちら

の内容については、委員長からもお話しがありましたとおり、先般の６月

の市議会におきまして、議決いただきました条例からの抜粋となります。

初めに施設の設置目的ですが、この施設は競技スポーツを推進するととも

に、子どもたちの夢と希望を応援し、世界で活躍するアスリートを目指す

ジュニア選手の発掘及び育成、アスリートを支援することによりスポーツ

の普及推進を図り、もって市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生

活の形成に寄与することを目的としています。施設名称は、村上市スケー

トパークとし、位置は村上市瀬波温泉三丁目２番 22 号となります。施設の

管理は、教育委員会が行うものとし、利用時間は、午前９時から午後９時

まで、休館日は年末の 12 月 29 日から翌年の１月３日までとしています。

利用の許可については、個人利用については当日利用申請、占用利用につ

いては事前申請により行うこととしています。使用料は、別紙のとおりと

なります。使用料の減免は、市又は教育委員会が共催して行う事業に利用

するとき、保育園、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、大学等の教育活

動の一環として利用するとき、市又は教育委員会の誘致により実施される

大会、競技会、合宿その他のスケートボードの普及推進のために必要な事

業をするときとしています。最後に、指定管理者による管理運営の条文を

入れております。 
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〇事 務 局：今ほどの説明に補足をさせていただきます。資料№１の下段の指定管理者

の項について、「市が指定するものにスケートパークの管理を行わせること

ができる。」と指定管理を想定した条文としています。この件について、補

足させていただきます。現在、私共で想定しております、指定管理の形態

については、「委託料型」を想定しています。施設の使用料は、市の収入と

して入れていただき、維持管理等の経費については、指定管理料で賄って

いただく方式を想定しております。現在、体育施設等の指定管理を受けて

いるスポーツクラブさんは、使用料併用型でやっておりますが、スケート

パークは、新設の施設でもありますので、委託料型による指定管理を導入

したいと考えております。また、指定管理者の募集方法については、公募

によらない限定指定で、指定をしていきたいという考えです。限定指定に

ついては、以前から申し上げておりますとおり、スケートボードに特化し

た施設ですので、この競技に知見を有する団体が一つ、管理運営に携わる

ことを想定していますし、かつ、村上市の体育施設という観点から、これ

までの体育施設の指定管理の実績のある事業体、具体的に言いますと、総

合型スポーツクラブの関与が必要であると考えておりまして、限定指定と

いうことで準備を進めているところでございます。そして、指定管理の事

業体については、スケートボードに特化した施設ですので、日本スケート

ボーディング連盟様、それから体育施設の指定管理の実績のある事業体と

して、総合型スポーツクラブのウェルネスむらかみ様、ＮＰＯ法人の希楽々

様、以上の３事業体の共同体での指定管理ということを想定しています。

各団体の代表者の皆様方と協議をさせていただきまして、基本的に共同体

での実施ということの基本的な部分での合意を頂き、現在、詳細な部分に

ついて、３事業体の皆様と詳しいところを詰めていっているという状態で

すので、補足させていただきます。以上です。 

〇委 員 長：それでは、資料№１の説明がありました。そのなかで、板垣課長から指定

管理についての考え方、協議の状況が説明されました。最初に資料№１に

関して、何か、ご質問等はございませんか。 

〇渡 邊 委 員：２つほど質問させてください。使用料の減免について、資料№１の使用料

の減免の項には、①、②、③となっているのですが、例えば、総合型スポ

ーツクラブだったり、体育協会だったり、スポーツ少年団だったりという

ことで、それら団体等に対しての使用料の減免というのは、どんなふうに

考えているのかというのが一つ。それから、別紙に使用料の額が書いてあ

るんですが、市内、市外とかの設定はないのか、どうなのか。その辺りを

お聞きしたいと思います。 

〇委 員 長：それでは、２点についてお願いします。 

〇事 務 局：総合型さんが利用する場合の使用料の減免の考え方なんですけれども、こ

ちらの想定としては、通常の使用料が必要と考えております。ただ、市又

は教育委員会の共催事業であれば減免対象になるといった考え方をもって

います。市内と市外の区分ですが、まず、公の施設については、住民であ
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る市民が利用するといった想定でおります。この施設を有効活用するため

に、施設本来の用途ですとか、設置目的を妨げない範囲で使っていただき

たいという思いもありますので、多くの方に利用してもらいたいと考えま

して、今回、この条例については、市内と市外の区分は設定しないという

形になりました。 

〇渡 邊 委 員：総合型がスケートボード施設を使いたいと思う場合は、共催を取らない限

りは、通常の減免を受けない額で、利用するということになるということ

ですか。 

〇委 員 長：それでは、今の件に関しての回答は。 

〇事 務 局：占用という部分になると、多額な使用料になるかと思いますけれども、そ

ういった場合については、共催でお願いしたいと考えております。ただ、

個人から若干の個人負担の参加料を頂く場合で、一部利用といいますか、

全体アリーナの中のアリーナの半面を利用する場合、占用とは若干違う場

合については、申し訳ないですが、減免するとは、ちょっと考えていない

です。 

〇渡 邊 委 員：施設の普及を図っていこうというところでは減免を受けられないと、なか

なか利用が難しいのなかと思っているんですけれども、その辺りはいかが

でしょうか。 

〇事 務 局：この料金設定、減免を検討するに当たって、同様のご意見も多々ありまし

て、内部で検討を重ねてまいりました。ただ、この施設に限らずスポーツ

施設全般なんですけれども、維持管理をしていくという中で、当初から減

免ありき、という考え方ではなくて、やはり、適正な使用料を頂く。その

なかで、減免に関する部分の調整をしていくということにさせていただき

ました。ということで、あくまでも、市の共催である部分ですとか、そう

いった場合については、減免にしていくと。体育協会さん、スポーツ少年

団さん、スポーツクラブさんも、すべからく、じゃあ、村上市の団体さん、

広域団体さんは、減免しましょう、となりますと、ほぼ収入が見込めない

ことも考えられます。そういう部分を考慮し、収入の確保の観点の部分で、

一線を引かせていただいたということでありますので、具体的な事業の運

営を考えていくなかで、また、調整をさせていただければと考えておりま

す。 

〇委 員 長：他にございませんか。 

〇長谷川委員：使用料の減免の項中②「教育活動の一環として利用するとき。」の場合です

が、これは市内、市外は関係なくということですか。 

〇事 務 局：現時点の想定では、市内、市外問わずということで想定しております。 

〇長谷川委員：あと、指定管理者の主催なり、共催なりという場合は、減免対象ではない

ということですか。 

〇事 務 局：減免対象ではない、という考え方です。 

〇委 員 長：先ほど、渡邊委員が言われた市内、市外問わず同一の使用料かについては、

資料№２③実施事業についてのところで、市民への配慮については説明が
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あるかと思います。そのほか、ございませんか。 

〇菅 原 委 員：６月議会で制定されたという報告でありましたが、村上市体育施設条例と

の整合性についてどのように考えているのか、２点ほどお聞かせください。

１つは、利用時間ですが村上市体育施設条例では、午前８時３０分から午

後１０時までとなっているのですが、村上市スケートパーク設置条例では、

午前９時から午後９時までということです。このスケートパークの施設に

は、ランニングする所もあります。ある意味、村上市体育施設条例の中の

一つであるかなと思っていたもんですから、その違いというのは、どうい

うものなのかなというのが１点。それと、別紙の使用料ですが、今までは、

団体、個人、照明、冷暖房の使用というのが、村上市体育施設条例に規定

されているのですが、村上市スケートパーク設置条例では、新たな部分と

いうことで、個人単位での利用、それと占用利用という考え方が出てきて

いますが、あえて違った形で出したのはどういうことなのかな。逆に言え

ば、村上市体育施設条例の中にある体育施設が倣っていく考えもあるのか、

お聞きしたいところであります。 

〇事 務 局：まず、利用時間の考え方ですが、現在、日本海スケートパークが旧市民会

館を利用し開館しています。この開館時間が午後１時から午後９時までと

なっております。この施設は、スケートボードに特化した施設であります

し、日本海スケートパークの開館時間をベースに利用時間の設定を考えま

した。そのなかで、スケートボード利用者の利用拡大を図りたいというこ

とで、午前の分を拡大したという設定でございます。次に村上市体育施設

条例の中で、細かな使用料、電気設備等の設定がございますが、この条例

については、細部の規定をしておりません。使用料以外の電気料金等は、

条例に関する施行規則の中で、設定するという考えです。条例については、

村上市体育施設条例に準じた形というよりは、スケートボードに特化した

施設という観点から、村上市体育施設条例を参考にしながら、条例を作成

したという経緯でございます。 

〇委 員 長：菅原委員、よろしいですか。山田委員、いかがですか。 

〇山 田 委 員：あの、この論議で決まってくる話かもしれませんけれども。今、ウェルネ

スむらかみ、ＮＰＯ法人希楽々と日本スケートボーディング連盟さんの３

団体が指定管理の対象になっているのですけれども、今現在、村上市の中

に、体育協会、それからスポーツ少年団の傘下にある、いわゆる単位団が

数十あるわけですよね。施設の運用、利用に当たっては、連盟は、この単

位団と同じ位置づけで考えていいんですか。スケートボードをやる競技団

体ということで、体育協会ないしスポーツ少年団の「単位団」と同じとい

う位置づけで考えてもいいのですか。 

〇事 務 局：団体の考えとしては、それでいいと思います。 

〇山 田 委 員：そうすると、運用上もそういうことでいいんですね。これからの役割分担

の中で、総合型が何をやり、連盟が何をやるか、という話になるんですが、

総合型としては、その全体を統括して管理をしていく、あるいは、利用許
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可をどうこうするようなことに当たって、連盟を単位団として扱ってもい

いということですか。 

〇事 務 局：今ほど、山田委員がおっしゃる部分ですが、村上地区の体育協会さんに日

本スケートボーディング連盟さんは単位団として、登録されているかと思

います。例えば、スケートボーディング連盟さんが一単位団として、施設

を利用して、事業をやるなり、例えば、練習をやるといった場合の扱いと

いうことですよね。そうであるならば、他の団体さんと同じという立場に

なりますし、参画した指定管理者として行う事業の部分においては、当然、

あくまでも、指定管理者の主催事業というような扱いになります。その部

分の切り分けは、必要かと思います。単位団という扱いと指定管理者の事

業体の一構成員として部分との区分けは必要かなと思います。 

〇委 員 長：よろしいですか。他にございますでしょうか。 

〇副 委 員 長：先ほど、利用時間、開館は、午前９時とありましたけれども、他の大会を

見ますと、なかには、午前９時まで開館しないので入っては駄目、という、

そうすると、準備が出来ないこともあるかと思います。ここら辺は、長谷

川委員、大丈夫ですか。 

〇長谷川委員：対応せざるを得ないと思います。 

〇副 委 員 長：なかには、入っては駄目だという所もあるんですよ。まぁ、そのなかで使

用開始時間は午前９時だけど、大会などは午前８時にしますと、といった

柔軟な姿勢が必要かなと思います。それがまず一つあります。 

〇長谷川委員：それは、指定管理者側からの提案として、大会とかは、前準備とかもある

し、対応しますよと（村上市に）提案させていただいて。 

〇副 委 員 長：スケートボードの大会だけでなく、ボルダリングの大会等も含めて、開館

時間が午前９時としては遅いので、それが一つ。 

〇長谷川委員：そうなんですよね。 

〇副 委 員 長：それから、もう一つ。私、個人としての要望なんですけれども。委員とし

ての。指定管理の中で、これからオリンピックを含めて、いろいろなこと

を含めて、対応が大事になってくるかと思うんですよね。例えば、総合型

の方は、全体的な運営とか、例えば、連盟さんは、競技に関してだとか。

そこで、対村上市、対他の行政というのが、なかなか難しいと思うんです

よ。例えば、運営してくれだとか。ですから、出来れば、スケートパーク

に行政の方が３年くらい出向するとか、そういう考えも視野に入れて考え

ていただければと思います。まぁ、理想としては、オリンピックが始まる

２年、例えば、その次の、運営をどうしていくのか、３年間は、行政が関

わって、指定管理をする人たちが、行政側にはまっていく感じで、３年後

に指定管理をしていくのが理想だと思うのですけれども、なかなかそれが

出来ない状態でしょうが、それこそ、委員長と別なことでお話させていた

だいた際に、「教育委員会の行政サービス。窓口が異なる、そういう離れた

場所でやっているので、なかなか、合意形成を図るのに時間がかかること

もある。」とおっしゃっていたこともありましたので。指定管理という考え
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方が進んでいくなかで、市の職員２人。１人だと大変だと思うので、２人

くらいの出向を、例えば３年くらい行うもの一つの案かなと思いまして、

提案させていただきます。出来れば、本当は、行政が他の施設もそうです

よね。行政がやっているのを指定管理に対して、「こういうふうにやってく

ださい」と。例えば、総合型に渡していくのが、今までの施設の管理運営

だったので。いきなり、しかも、特化した施設なので、総合型の人とか連

盟の人に、「指定管理だから、あんた方、これをやりなさい。」というのは、

なかなか、大変な部分が多いとは思います。本当は、最初の３年間は、行

政が主導でやって、指定管理する人が一緒に中に入っていって、やってい

って、受け渡していく。どうしても、最初から指定管理で進めていくので

あれば、そこの中に、２人以上の職員の出向も考えていただければ、あり

がたい。これは、意見ですので、事務局からの回答はいりません。すみま

せんが、よろしくお願いしたいと思います。これは、受ける方の意見も聞

いた上での話なんですが、以上です。 

〇委 員 長：今、副委員長が言われた、指定管理の在り方について、また、この後、も

し、意見があるなかで議論を交わしたいと思います。事務局としては、最

初の利用時間の柔軟性については、対応できますよね。 

〇事 務 局：対応可能です。 

〇委 員 長：そのほか、ございませんか。指定管理については、現在、３団体にお願い

して、調整させていただいているところでございますが、指定管理につい

て、副委員長のような、ご意見、考え方等はございませんか。 

〇副 委 員 長：私の先程の発言は意見ということで。 

〇委 員 長：この発言は、ご意見として出されたということで、ご了解ください。それ

では、次の議題に移ります。資料№２③実施事業について説明してくださ

い。 

〇事 務 局：それではお手元に資料№２実施事業について（案）をご用意願います。初

めに１ページですが、今後の取り組みとして、平成 30 年度から平成 31 年

度に取り組む主なものを記載しています。今年度については、まず、施設

のＰＲに重点を置いたものを想定しています。施設のＰＲにつきましては、

市内外を問わず行うものとして、利用者の拡大、競技者、愛好者の裾野を

広げるような取り組みにしていきたいと考えています。また、平成 31 年度

の中に記載のある取り組みにつきましても、こけら落とし、教室等の計画

など今年度から着手する取り組みもあります。通年事業としては、レベル

別のスケートボード教室などの各種教室の開催、練習、合宿の受け入れ、

時期は未定ですが、村上市長杯のスケートボード大会の開催や、スケート

ボード団体主催の大会の開催を考えているところです。２ページ以降につ

きましては、前回の会議の折に、計画（案）のなかで、事業・項目を掲載

させていただきましたものにつきまして、具体的な取り組みということで、

事業名、実施時期、取組概要、実施主体、取組内容、準備事項・課題等、

関連する取組などを各項目（事業名）１ページごとに構成しまして、示さ
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せていただきました。２ページでは、競技人口の拡大を図ることを目的と

した市主催大会・教室の開催を記載しています。新潟県等の補助事業等に

関する情報を収集しながら取り組んでいきたいと考えております。次に３

ページですが、学校教育、学校体育との連携事業に関するものになります。

今年度からの取り組みとして、学校向けの事業の検討に着手したいもので

す。学校向けの事業については、施設までの移動手段の確保、指導者の確

保、道具等の準備が課題、準備事項になってくると思います。次に４ペー

ジですが、市民向け運動プログラムの開発事業として、各種教室、講習の

開催や、大学との連携を取り組み内容としています。連携先の大学としま

しては、新潟医療福祉大学、新潟リハビリテーション大学との連携が図れ

ればというところでございます。次に５ページですが、大会の誘致、開催、

合宿の誘致になります。今年度からスケートボード団体等への働きかけな

ど取り組む必要があると思っています。課題としては、外国選手への対応

などが掲げられるのではと考えています、次に６ページですが、こちらに

記載はありませんが、施設ホームページと併せ、施設供用開始後につきま

しては、インターネットを活用した情報発信、具体的には、YouTube です

とか、インスタグラムなど、若者をターゲットにした情報発信についても、

取り組んでいきたいものでございます。７ページのジュニア選手の発掘事

業につきましては、日本のトップアスリートなどとの交流や指導によりジ

ュニア選手の発掘や育成を行いたいと考えています。これらの取り組みに

ついては、県の補助制度がありまして、例年、調査がこの時期に行われま

すので、情報収集しながら、補助事業を活用して、長く続けれられるよう

な取り組みにしていきたいと考えております。次に８ページのトップアス

リート育成事業ですが、こちらにつきましては、2020 東京オリンピックを

目指す選手の育成、支援とありますが、平成 31 年度、施設供用開始後にお

いては、すぐに育成という部分は、なかなか難しいところがありますので、

どちらかというと、支援に趣を置いた取り組みになる想定でございます。

９ページの競技者・指導者の活動環境整備事業は、非常に大きな事業の想

定となっております。準備事項・課題等については、空欄になっておりま

すが、資料作成の段階で、具体的なものが思い浮かばなかったものであり

ますので、お気づきの点があれば、後ほど、ご意見を頂きたいと思います。

次に 10 ページですが、これまで説明してきました具体的な事業、２ページ

から９ページまでの事業以外の部分、その他というカテゴリーで、このペ

ージを準備させていただきました。利用促進やＰＲ、地域の活性化に繋が

る取り組みといった観点から、委員の皆様からご意見を頂ければと思って

おります。また具体例として、この施設につきましては、スノーボードの

施設とか各地にもございますので、そういった施設とのスポーツ交流とい

うのも一つ考えられるのかなというところもありますし、交流事業の拡大

に繋がるような取り組みとしてスポーツ体験プランを作っていく、また、

地域一体となった海外チームのホームタウン事業等が考えられるのかなと
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思いますので、その他の項目を準備させていただきました。 

〇委 員 長：今、説明のあったもの、最初１ページ目は全体的なことになります。その

後、一つ、一つの具体的な取り組み、そして、最後に、その他という構成

になります。行政側からは、観光課長、学校教育課長が出席しております

が、各種スポーツ団体からの委員もお出でになっておりますので、色んな

視点で、「もっとこういう見方もあるんだよ。」、「こういう取組内容もある

のではないか。」というご意見を出ししていただきたいと思います。初めに、

１ページの（１）今後の取り組み全体で、ご意見ございませんか。はい。

どうぞ。 

〇木 村 委 員：一つ確認です。全体を通してなんですが、実施主体に、それぞれの団体、

村上市とありますが、指定管理者との関係というのはどうなっているのか。

実施主体に指定管理者が入ってきていない、指定管理者が記載されていな

いのですけれども。それは、指定管理者は、施設の管理だけで、事業まで

は踏み込んでこないのかな。 

〇竹 内 委 員：指定管理というのは、管理・運営だから事業も含まれる。 

〇木 村 委 員：資料の実施主体に、指定管理者が出てこない。 

〇竹 内 委 員：事業内容は、指定管理者の自由だと全く分からない。仕様書の作りようが

無いんじゃないのかな。 

〇委 員 長：今の件についてどうぞ。 

〇事 務 局：前回の会議資料で示したものに、指定管理者を受けていただく団体のほか

に、体育協会、スポーツ少年団など事業への関わり方、役割分担として○

印を付けたものがあります。今回の資料では、実施主体ないしは、主体的

に関わっていただけるものを事業ごとに整理させていただいたものです。 

〇木 村 委 員：ですので、指定管理者がこの事業にどういうふうに関わってくるか。 

〇竹 内 委 員：現時点では、そこまで、考えていないのかもしれないですよね。 

〇事 務 局：事業実施までの考え方はまだしていないので。これについては、割と大枠

の考え方のなかで、「どういったものが必要なんだろうか。」ということで、

提示させていただいたというものです。 

〇竹 内 委 員：実施主体は、今は考えないほうがいいんだ。 

〇事 務 局：まず、もっとも実施に関与するであろう、関係団体ということ。 

〇竹 内 委 員：じゃあ、話しがおかしくなってくるね。 

〇委 員 長：はい。そこは、今後よく、もっと詰めていくということで、ご理解くださ

い。１ページについてはどうですか。 

〇副 委 員 長：あの、５月１日。いいんですけれども。国全体の事業があると思うんです

よね。元号が変わる日ですよね。そこら辺で、この事業が、施設供用開始

日が、なんというか、例えば、市長がどこかに行かれる日だと、ちょっと、

困るので。まぁ、限定しないで、この付近の日ということのほうがいいん

じゃないですかね。５月１日と入れちゃうと。まぁ、日程的には、いいん

ですけれども。新たな元号が始まる日ですよね。それがちょっと、心配で

したので。これをちょっと、考慮していただければ。 
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〇事 務 局：それは、ちょっと考慮した形で。逆にイベント性の高い日だから、という

ことで、考えていたものですから。 

〇副 委 員 長：そこは、プラスとマイナスを考えた上で。現時点では、各自治体が何をす

るのか、分からないものですから。 

〇委 員 長：貴重なご意見ありがとうございます。ここは、事務局でも慎重に検討をし

てください。他にいかがですか。では、個別な取組に移らせてもらいます。

２ページ、３ページについていかがですか。 

〇副 委 員 長：３ページについて、よろしいですか。取り組み内容の中で、学校向けの事

業の検討ということで、学校があるんですけれども。やっぱ、何年か後に

は、教育長杯の大会を開かないと。あの、こう、目標をもったほうがいい

んじゃないんですか。あの、すぐには無理だと思うんですけれども。何年

か後に、大会の範囲が村上市だけでもいいんで。教育長、まぁ、学校を所

管する教育委員会のトップが教育長ですので、何か、冠をつけた大会を実

施したらどうかと思います。市長杯がありますので。 

〇委 員 長：ほかにございますか。 

〇木 村 委 員：学校教育の立場として、道具の準備がやはり課題としてあがっています。

スキー教室とか、各学校でやっているんですが、道具の調達がまず第１条

件になります。それと、指導者。結構、スキー教室も指導者の確保が出来

るのかという部分が、そこのスキー場に行く要件にもなっています。やは

り、課題である道具とか指導者の確保というのが、学校の授業として、結

構、時数がないときにやるときに、そういったところが必要になってくる

のかなというところで、その辺を実施するに当たって、十分、検討してい

ただきたいと思います。 

〇竹 内 委 員：管理ですね。私、観光課の立場で、スキー場を管理していますが、今は個

人の利用者の方とか、やってみたいが、だいたいの人が道具を持っていな

い。まぁ、スキー教室だったらいいんですけど。一般の方がぱっと行って、

やろうとしたとき、道具を持ってない。道具を持って利用する人が少ない

から、貸すための道具を用意するのかどうか。料金は雑入で受け入れる、

条例では定めないでやるというやり方。道具を貸さないと出来ないのでは

ないか、これからのことを考えると。 

〇委 員 長：道具の準備についてはどうですか。 

〇事 務 局：道具の準備については、竹内委員がおっしゃるように、持っていない方、

ふらりと来てやってみたいとか、体験してみたい方向けにも、準備が必要

と考えています。ヘルメット、プロテクター、それから、スケートボード

を用意する予定です。数も必要です。あと、ボルダリングについても、必

要になるような滑り止めの粉といった消耗品。シューズ類を準備していき

たいと考えております。それぞれ、レンタル料金については、規則で具体

的に定めるということにしています。 

〇委 員 長：レンタル料金を取られるということなんですか。それは保護者負担になる

んですか。 
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〇事 務 局：申し訳ありませんが、学校主体ではなく、全般的にレンタル料金を設定す

るということです。 

〇竹 内 委 員：スキー場は、学校のときも、レンタル料金を頂いております。 

〇委 員 長：学校が利用する場合でも、レンタル料金が発生するんですか。 

〇竹 内 委 員：うちは、スキー場は、有料なんだと責められないようにしております。 

〇事 務 局：他の施設との均衡というか、整合性を図らなければならないと思いますの

で、ここは、検討させていただきます。 

〇委 員 長：いや、そこは、本当に、出来たから、来てくれというときに、学校が利用

するときにレンタル料が発生することになると、もう、学校は行かない、

協力しないということも考えられるかもしれませんね、木村課長。 

〇木 村 委 員：そうですね。だから、この施設では、採算性というのがあるのだろうし、

一方、学校としては、やっぱり、無料で活動したいという思いがある。そ

の辺は、難しいところですね。 

〇副 委 員 長：あと、この夏休み体験教室みたいなところで、学校がする場合は特に。例

えば、含んだ料金に保険のお金を上乗せするぐらいですので。まぁ、ある

程度、下げるか、検討が必要ではないですかね。最初はね。要するに、み

んなが事業に対して、料金を取るのも難しい、下げるのも難しい。今後、

検討した方がいいんですね。 

〇委 員 長：他に何かございますか。 

〇小 林 委 員：教室の指導者を確保すればいいと思うのですけれども。大会運営するとき

に、演技性のある競技かと思うのですれども。この大会をした場合、審判

の手配というのは、どうなっているんですか。１位、２位は、まぁ、見た

目で分かると思うのですけれども。競技についての審判員の確保というか、

どうなっているのか。 

〇長谷川委員：日本選手権の規定と似た形になりますので、審判員を呼んで来ていただく

形になります。 

〇小 林 委 員：なるほど。分かりました。 

〇委 員 長：この先になるわけですからね。 

〇長谷川委員：いや、審判員の育成も、この指導者の確保で考えていったらいいだろうな

と考えておりますけどね。 

〇事 務 局：今、長谷川委員がおっしゃったように、団体さんの方からは、同様に、こ

の施設を活用して、審判員の育成というものも視野に入れて、都合もして

いきたいと聞いております。実際、競技をやる人たちの普及もそうですし、

審判員の育成というような部分についても、この施設が活用されるのかな

と考えております。 

〇委 員 長：学校教育の関係で、以前にもお話したかどうか記憶は定かでありませんが、

胎内市にあるの少年自然の家が新しい施設になります。大規模になります

ので、事業の中でスケートボードも位置付けてはどうか、少年自然の家の

所長からも、胎内市の教育長からも、検討してみたらというアドバイスを

頂いたこともあります。ただ、そうなると、施設は準備出来ているんです
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けれども、その移動手段とか、確かに課題となりますので、検討していた

だきたいと考えています。入れることが出来るのか、そうすると、県の事

業に位置付けていかないと駄目ですのでお願いします。それでは、進めせ

ていただきます。４ページ、５ページについて何かございませんか。 

〇竹 内 委 員：大会、合宿の宿泊の施設として、瀬波温泉を想定した場合、単価から言え

ば、普通どこでもそうなんですけれども、お金のある人の単価じゃないか

と。まぁ、普通「合宿で 10,000 円出せ。」と言っても理解されるかと言っ

ても理解されない。今、いろんな大会をやってみると、「まぁ 10,000 円ぐ

らいで何とかなりませんね。」というのが瀬波温泉の実情です。ですので、

やっぱり、誘致の時期には、うちも瀬波温泉も使ってほしい。あと時期と

しては、やっぱり閑散期を狙った誘致というのを心がけてもらえれば有難

い。まぁ、空いていれば安いですけれども。その辺、十分、時期的なもの

は、配慮しなければならないですし、このスケートパークが屋根付きなの

で、天候に左右されないという安定感を最大限生かして、時期をうまくし

て活用していただく。あとは、旅館組合さんと連携を組むプランが出てま

すけれども、今、国も県もそうなんですけれども、単なる旅行商品のなか

に体験を入れてください、と。実は、昨年も、体験付きの旅行パックを創

設したら、１泊１人 5,000 円援助しますよというもの出す制度があって、

うちも、その制度を使わせてもらいました。300 件ぐらいで、2,000,000

円ぐらい補助金が来て、旅館に入る。そういう制度が続けば、多分、よそ

に無い体験、観光地に無い体験の宿泊プランを創設出来る。国では、体験

付きの宿泊プランへの助成というのが、去年辺りから目立ってきましたし、

今年も募集している。来年度、どうなるか分からないけれど。国の流れを

活用したほうがいいかな、というところがあります。 

〇委 員 長：良い意見ありがとうございます。また、情報提供をお願いします。他にい

かがでしょうか。 

〇副 委 員 長：スラッグラインですが、調べてきてないんで分からないですけれども、４

面取れるわけですか。床はどうなっているのでしょうか。 

 

〇事 務 局：今回、この施設で利用できるスラッグラインは、固定式ではなく、道具と

して持ち運びできるものを準備して利用してもらうことを想定しておりま

す。 

〇副 委 員 長：飛ぶようなものもありますよね。 

〇事 務 局：支柱に結び付けて使うタイプもあります。そういった道具も市販されてい

ます。 

〇副 委 員 長：そうですか。 

〇事 務 局：市販の物には、高さが 40 センチメートルとか、いくつか高さを選ぶことが

出来ますので、レベルに応じて、楽しめるような道具を購入したいと思っ

ております。転倒の恐れがあるので、床には、それに合わせたマットも併

せて購入する予定です。 
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〇副 委 員 長：常設ではなくて、移動式になるんですか。分かりました。どういう設備か

分からなかったのでお聞きしました。 

〇山 田 委 員：ボルダリングというのが、どれぐらいまでいけるんですか。競技大会に耐

えられる水準ですか。 

〇事 務 局：高さは、3.8 メートルくらいですので、上級者向けの競技大会には適応し

ていないものです。競技大会ですとかなり高いものを利用して行われてい

ます。 

〇委 員 長：先ほどの議題の中で、長谷川委員からも質問があったんですが、資料№１

の使用料の減免のところ、資料№２の「高校、大学の部活練習、合宿の受

け入れ」、これは、使用料の減免が認められるんですよね。 

〇事 務 局：全ての場合というよりは、教育委員会がお願いし、誘致してやるような場

合とそれ以外の場合では考え方が異なってくると思います。 

〇長谷川委員：合宿だったら、やっぱり教育活動の一環なんで、減免対象だと思いますが、

部活の合宿であれば。 

〇事 務 局：教育活動の捉え方、そこは、明確にする必要があるかと思います。学校名

を使ったとしても、同好会的なものも、往々にして考えられます。こうい

ったニュースポーツに関しては、そこまでも、教育活動かと言えるかと言

うと、なかなか認められない部分も正直あります。学校サークル活動で、

スケートボードのサークル活動はありますよね。体育連盟の所属であった

り、そうではなかったり。学校自体が取り組んでいるものだったり、そう

でなかったり、とあると思うのですけれども。やはり、区分されるものか

なと思います。 

〇委 員 長：例えば、専門的なものではなく、中学校、高等学校の部活動が、野球部な

んでもいいんですけれども、体幹機能を鍛えるために活用させてほしいと

か、部活の練習活動に貸してほしいと来たら、減免になるんですか。 

〇事 務 局：教育活動の一環であれば、条例の規定どおり取り扱うことになります。 

〇委 員 長：その部分、教育活動の一環というところも、よく、検討していかなければ

ならないんですね。 

〇副 委 員 長：どちらにしても、精査して、教育委員会が判子を押すわけで、そのときに

教育長が判子を押すわけですから。 

〇委 員 長：ちょっと、今、部活動がいろいろ問題になっているで。分かりました。           

ほか４ページ、５ページに関してよろしいですか。。 

〇佐 藤 委 員：具体的に来年の５月から、供用するわけですけれども、さっき、小林委員

から発言のあった「指導者の確保」が前提であるわけですよね。５月１日

の供用開始から「指導者の確保」がスタートする。この時点で指導者がい

なければならないわけだから、今の時点から、指導者の教育とか養成はし

ていかなければならないですよね。５月１日からの始まりでは、指導者が

いないわけですよね。この辺は、どう考えているのですか。 

〇事 務 局：市が直接、指導者の養成・確保をするわけでなく、この件については、連

盟さんのご協力を頂いて、対応していかないといけないものと考えていま
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す。 

〇佐 藤 委 員：長谷川委員、いかがですか。 

〇長谷川委員：一応、レベルごとに指導者がいるんですけれども、学生さんで、スケート

ボードを専門にやられている方が、胎内市にいらっしゃいますので、そう

いった方に指導者お願いすることは可能です。もう少し、レベルが低けれ

ば、それは、それで対応できることです。多分、ケースバイケースです。

ただ、指導者を増やしていかなければならないですが、滑り出しに指導者

がいない形ではない。ある程度は可能かと思います。 

〇佐 藤 委 員：個人でスケートパークに来た場合で、スケートボードを全然知らない人が

個人、若しくは、２、３人で来た場合、指導というのは全然ないわけです

よね。 

〇長谷川委員：ある意味、プールと似たように思っていただければいいんですけれども。

通常、プールを利用するときに監視員がいて利用するような形かな、と。 

〇佐 藤 委 員：指定管理の人たちがやることになるわけですよね。 

〇長谷川委員：教室は教室として、自主事業を開催することは出来ます。教室は、開催し

ます。ただ、常に、教えてもらえることが出来るかと言いますと、必ずし

も、そうではない。そういうことになります。 

〇佐 藤 委 員：その責任は、指定管理者を受けた人たちにもあるわけですよね。 

〇長谷川委員：その責任というのは。 

〇副 委 員 長：それは、関係ないからですからね。プールと一緒に考えれば。 

〇長谷川委員：はい、そうです。 

〇佐 藤 委 員：監視はしないんだ。 

〇副 委 員 長：全体的な監視というのは。 

〇長谷川委員：指導員は。 

〇副 委 員 長：要は、危険行為があった場合は、止めたりするけど。まぁ、プールの場合

であれば、普通に泳いでいるぶんには、かまわない。 

〇佐 藤 委 員：プールの自由時間。 

〇副 委 員 長：自由時間。それは、スケートボードでも、プール一緒ですよね。 

〇長谷川委員：はい。 

〇委 員 長：ただ、スケートパークは特殊な施設なので、ある程度のレベルをもってい

る人は使い方として、１回滑れば、次の人に譲るよ、とか、ルールが分か

って滑っているんですよね。 

〇長谷川委員：はい。もちろん、マナーももちろん。 

〇委 員 長：素人の方が来て、遊べるような感じは。 

〇長谷川委員：本当にプールと同じで、まるっきり泳げない人、水に入ったことがない人

が、１人で、ぽっと来て、やれるかというとやれない。最低限の指導は、

します。当然、危険行為は、禁止しますけども、そこが、プールと似たよ

うな運営形態になる。 

〇副 委 員 長：初心者がいきなり上級者コースをスキーで滑るのと一緒。 

〇長谷川委員：ええ。 
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〇副 委 員 長：ちょっと難しいのかな。まぁ、いきなり滑ってというのは。 

〇長谷川委員：まぁ、ある程度は、時間帯を見て、部活で練習する時間帯というのは、だ

いたい限られてくるので。その時間は、その時間と区切らないと。本当に

激しい動きをされる方とよちよち歩きの方と一緒には出来ないなというふ

うには思っています。ですから、ある程度時間帯で区切るとか、エリアで

区切るとか、ということは必要だと思います。まさに、プールだとコース

を分けて、初心者用と上級者用と分けるケースがあります。部活はこの２

レーンで行う、というふうなやり方をすることがありますし、その辺は、

どちらかと言うと、動き、用途向けによって、対応を考えようかなと思っ

ています。 

〇副 委 員 長：スケートパークに監視員は、付くわけですよね。 

〇長谷川委員：監視員は、必要です。 

〇委 員 長：ただ、ふらっと来て、滑って怪我をした場合は自己責任になるわけですよ

ね。 

〇長谷川委員：はい。ただ、最低限度のマナーは教えますし、ある程度の保険には入りま

すけどね。 

〇委 員 長：今の件で、ふらっと来た子が保険にも何も入ってないで、怪我をすれば、

それは。 

〇長谷川委員：施設内条件にもよりますし、他の体育施設と異なるわけではない。そうい

った最低限度の対応は、あるのかなと。ただ、そのときの状況にもよりま

す。 

〇委 員 長：はい。 

〇佐 藤 委 員：あと、宿泊施設の確保。さっき、竹内委員からも話があったとおり。この

施設には、何も無いわけですから、対象とすれば、瀬波温泉ぐらいかなと

思うのですけれども、温泉の方では、そんな対応、協力できる体制はもっ

ているんですか。例えば、私、先週、胎内市の昔のパークホテルに、１泊

で合宿したんですが、１泊２食付きで、3,000 円台ですよ。大人が食べる

くらいの御飯とおかずが出てくるんですよ。そのぐらいでないと、恐らく、

１日ぐらいの話だったいいけど、1 週間、10 日間の話のスパンの長い話に

なると、１日 10,000 円だとか 15,000 円と言われたら、誰も来ないと思う

んですけれども。やっぱり、3,000 円ぐらいでないと限界かなと。今から

やっても間に合わないと思うんですけれども。そういう施設を作るつもり

はあるのかどうか。誘致ということを考えれば、そこまで考えいかないと。

瀬波温泉の組合の人たちに、受け入れてもらうか、説得して、お前たちが

このぐらいのレベルでやってくれないか、ということがあるのか、どうな

のか。ちょっとお聞きしたいと思います。 

〇事 務 局：宿泊施設の建設については、今の段階でそういった計画はありませんが、

よその地区、別のスポーツで、やはり、普及推進とか合宿の誘致活動をし

ている所のお話を聞きますと、選手のレベルによっては、ある程度設備の

整った所、高価でもいいんで、そこに泊まりたいという選手層もあれば、
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合宿で安価に宿泊したいといったところもあるようです。そういったバリ

エーションに富んだ方々を一箇所に集めるというのは、なかなか難しいと

思います。値段的に、こういった施設が村上市内にありますという情報提

供からまずしていくこともありますので。温泉をベースに考えながら、朝

日みどりの里にあるような、少し複数で泊まれる施設を活用するとか、あ

るいは、駅前のビジネスホテルですとか、近隣の民宿ですとか、そういっ

た情報発信からかなと、まず考えています。 

〇委 員 長：よろしいでしょうか。 

〇事 務 局：温泉組合さんの方にも、具体的な話はまだしていませんが、一緒に出来る

ことということについては、お話しをさせていただいております。先ほど、

竹内委員がおっしゃいましたけれども、これから、いろんな誘致であると

かそういう部分、具体的な話しをするに当たって、先ほど、時期を考えた

ほうがいいよ、といったお話もありましたように、色んな情報を収集しな

がら、出来るだけ、近隣の活性化に繋がっていければ、１番いいわけです

ので、そういう方向性で、事業の展開のほうも考えていきたいと考えます。 

〇委 員 長：生涯学習課だけでは、ちょっと検討出来ませんので、全庁を挙げて、今後

の検討事項としてまいります。よろしいですか。じゃあ、進ませてもらい

ます。６ページ、７ページでいかがでしょうか。 

〇副 委 員 長：長谷川委員にお願いなんですけれども。これから、ジュニア育成、発掘に

関わってくるものなんですけれども。今、特化したスポーツで、学校とか

このスケートパークでやっていく。地域のものにしていくために、ぜひ、

スポーツ少年団とか村上市体育協会も入って、もう少し、こう、緊密に輪

が出来るような活動していただければ、ありがたいと思います。これは、

お願いなんですが。日本スケートボーディング連盟さんだけが先に立って

いるような感じですので、この地域全体でやっていこうという話にしたい

んです。スポーツ少年団の奉仕活動もありますし、その辺を含めまして、

他の者たちと一緒に活動をしていただくような準備をしていただければ。

これはお願いであります。 

〇長谷川委員：分かりました。 

〇委 員 長：本当にこの前も、私、言いましたけれども、色んな映像なんかを色んな場

所で見られるようなＰＲの仕方を今年度のうちから何回かしていければい

いかなと思っていますけれども。 

〇副 委 員 長：それについてのお知らせをぜひ。情報センターだと高校生とか若い人たち

が来るので、ディスプレイである程度の時間帯で映像を流すとか。例えば、

出来る場所です映像を早急に流す。情報センターで、連盟の映像を流すこ

とに加えて、字幕を少し入れて、「平成○○年○月開始（供用）予定）」な

どと入れて。お金をかけなくても、要は、施設が出来ることが分かればい

いと思います。それが、人の目に当たる何箇所か、庁舎でもいいですし、

出来るだけ、活用するようにしたほうがいいんじゃないですかね。 

〇事 務 局：今、情報センターですと、図書館が色んな事業をやっていますので、その
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ＰＲを繰り返し流したり、あるいは、議会のときには、議会の中継もして

います。そこにも絡めながら、映像として流していきたいと思います。 

〇委 員 長：早急に検討をしてください。あと、ＰＲの事項については、よろしいです

か。それでは進めさせていただきます。８ページ、９ページでございませ

んか。 

〇副 委 員 長：長谷川委員にお願いしたいんですけど。指導者については、アメフトなど

で、今、色んな問題がありますので、指導スキルだけでなくて、それ以外

の教育も必要かと思っています。人としての教育も含めて、この地域でも

考えたいと思いますけれども。そのあたり、やっていただけますか。 

〇長谷川委員：まぁ、指導者としての教育については分かりました。 

〇委 員 長：ボルダリング、スラッグラインやトレーニング、ランニングの指導に関し

ても、監視というのは、どう考えているんですか。 

〇事 務 局：監視というのは、施設の監視でしょうか。 

〇委 員 長：ボルダリング、スラッグラインについては、特に、指導等も含めてもあり

ますけれども。 

〇事 務 局：例えば、ボルダリングを使用する場合に監視員が付くかということですか。 

〇委 員 長：はい。逆に言えば、山北体育館では、どのようにしているとか。ただ、自

由に、来たら、使わせているのか、常に、誰かが見ているのか。 

〇菅 原 委 員：今年の４月から、リニューアルして供用開始しています。施設利用に関し

ては、一般的な利用の心得というか、そういうものを掲示しながら、初め

ての人には、紙を見せて説明しています。山北総合体育館では、施設の床

には、マットを敷いております。そこに、職員が付いているわけにもいき

ませんので、監視カメラが２方向から付いております。ただ、ずっと、監

視モニターを見ているわけにもいきませんが、そういうときには、監視カ

メラを注視しながら、いくら、マットがあるとは言いながらも、きちんと、

「２人以上一緒に、登ってはいけない。」とか話しはしています。危ないと

きは随時指導するというようなことで対応しております。ただ、正直、利

用者がかなり今のところいないということが正直なところです。以上でご

ざいます。 

〇事 務 局：このスケートパーク施設については、ボルダリング、スラッグラインのス

ペースが事務室から、なかなか見えにくい場所だったりもしますし、アリ

ーナ自体もかなり大きい、しかも、高低さがあるものですので、施設内で

監視出来るようなカメラ、録画装置これらの導入について、どのぐらいの

経費がかかるのか、調べています。費用的な部分も含めまして、設置を検

討しているところです。当然、監視については、職員の巡視をベースにし

ながら、そこを賄えない部分ということで補完的な意味で機器の導入につ

いて検討しています。 

〇事 務 局：安全面の確保については、慎重に願います。よろしいでしょうか。では、

最後のページのその他ということで、何か、漏れ落ちているところとか、

こういう点から考えられるんじゃないかということ、取り組みについて、
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何かご意見はございませんか。 

〇副 委 員 長：平面図にある広場は芝生ですよね。これは、どういう活用を予定している

わけですか。 

〇事 務 局：実は、この広場については、芝生の広場ということで、県の補助金なんか

もいただきながら整備しております。色んな形で、人が集って、何か出来

るような場所として、活用していきたいという思惑はあります。 

〇副 委 員 長：多目的という形でですね。 

〇事 務 局：一応、広場については、テニスコートでネットを張る支柱がありますよね、

あのような物を埋め込んで、屋外でも長いスラッグラインが出来る

ようなものを考えております。それ以外にも、色々な使い方、例え

ば、小学校や保育園の方が遠足などで、そこでご飯を食べたりとか、

というのも、可能かなと思います。 

〇副 委 員 長：大会のときにフリーマーケットとか、色んな活用が出来ますね。 

〇事 務 局：そうですね。 

〇委 員 長：また、有効活用について、検討してください。 

〇長谷川委員：ネーミングライツというのは、何か考えられていますか。 

〇事 務 局：ネーミングライツについては、公共施設における有料広告の一環でもあり

ますし、この施設にだけに限らず、市の公共施設全体として考えていく部

分でもありますので、方針など決めて、この施設についても検討していき

たいと、現段階では考えております。 

〇委 員 長：今後、検討させていただきます。それでは、【資料 No.２】実施事業につい

ての全体をとおして、言い足りなかったことなどございませんか。よろし

いでしょうか。それでは、実施事業については、終わらせていただきます。

④のスケートボード競技大会の視察について、先ほど、長谷川委員からも

お話がありましたけれども、事務局、説明願います。 

〇事 務 局：資料№３スケートボード競技大会の視察についての資料をご用意ください。

冒頭、長谷川委員からお話しがありましたが、前回の委員会に置い

て大会の視察についての意見がありましたので、県内で行われる大

会を示させていただきました。７月 15 日に開催される大会について

は、時期が近すぎますので、準備等を含め視察は難しいと思ってい

ます。９月 16 日の大会が視察の候補として考えられるかと思ってい

ます。視察の実施については、少なくとも委員の方の半数以上の参

加ということを実施条件として考えております。詳細については、

後日、ご案内させていただきます。 

〇委 員 長：視察について、皆さんで９月 16 日の大会でいかがかという話があったんで

すけれども、都合がつけば、ご参加いただけるものでしょうか。 

〇副 委 員 長：７月 15 日は、行ける委員で都合がつけばということですね。私は、柔剣道

の大会があって、ちょっと。 

〇委 員 長：ご案内させていただくということで、ご都合のほど、お願いいたします。

はい、それでは、議事の方、全て終了いたしました。進行をお返しいたし
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ます。 

〇事 務 局：それでは、議事の３．その他でございますが、事務局では、特に用意がご

ざいませんので、委員の皆様から、何かございましたら、お聞きしたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

〇竹 内 委 員：よろしいでしょうか。駐車場ですが、夏の期間で、瀬波温泉海水場は、路

上駐車で、警察から怒られている状況なんですが。スケートパーク

の駐車場は、空いていますよね。スケートパークの駐車場に車を駐

車してもいいものでしょうか。 

〇事 務 局：駐車場の入口は、２箇所ございまして、セキュリティの関係で、閉じるこ

とが想定されます。海水浴場のお客さんになりますと、キャンプとか想定

されて、24 時間、止められる可能性もありますので、ちょっと、難しいと

考えられます。 

〇竹 内 委 員：去年でしたか、どうぞ、利用してください、と。やっぱり、駄目ですか。

ガラガラで駐車場が空いている状況で、路上駐車をされている、警察に注

意されている状況なので。 

〇事 務 局：現実、先ほどの平面図を見ていただくと、分かるんですけれども、芝生広

場がある、駐車場がある、何をするかというと、想定できると思うんです

よね。その辺を考えると難しいのかなと。 

〇竹 内 委 員：非常にせつないです。日中は…。 

〇事 務 局：日中というのは、可能。 

〇竹 内 委 員：日中出て行け、出て行くとはならないと思う。まぁ、キャンプする人は、

海に近いところに車を止めて、日帰りの客は路上駐車をして、警察が来た

りして、周辺のスケートボードの駐車場はガラガラ。また、観光課が怒ら

れるな。 

〇教 育 長：今のところは、駄目ということなんですが、また、出てきたら、言ってく

ださい。 

〇菅 原 委 員：あの、この委員会なんですが、先ほど、６月議会で、関係する条例が制定

されたと。この条例に少し、この委員会が絡むかなと、いった気持ちを持

っていましたので、ほぼいいところ、全体的なものについては、荷が降り

るかなと思っていました。この委員会の設置要綱を見ますと、専門委員会

を置くことができる、とあるんですが、例えば、指定管理が絡む話がかな

り、突っ込んだ形になっていく、段々と。指定管理の３団体に入っていな

いところについては、まだ、意見を言っていいものやら、悪いものやらと

思うところもあります。そうであれば、専門委員会を置くことができる、

ということであれば、この中の、一部の人について、専門委員会というこ

とで、色々話しを進めていくということも一つかなと思いまして。今回、

第２回でして、第３回以降）、事務局の方での会議の予定と、今、私が申し

上げたこと、その辺、どう、考えられるか、お聞きしたいと思います。 

〇教 育 長：大事なことだと思いますので、見通しをお聞かせください。 

〇事 務 局：指定管理についての候補者の具体的な細部の調整は、委員会と別なものと
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考えています。このスケートパークの運営・管理について、専門部会を設

けて、具体的なものを検討する事項があれば、菅原委員がおっしゃるよう

に、別途検討する形も想定されるものと思っております。あと、今後の検

討委員会については、今日、お示ししました、具体的検討内容を整理して、

それを踏まえて、ご提案があった部分について、併せて、検討させていた

だきたいと思います。また、次回については、少し間が空くのですが、10

月ぐらいの開催を想定しているところです。次回に向けて、今回頂いたご

意見等を踏まえまして、具体的な動きが、少しずつ見えてきますので、そ

の辺りをまた、10 月の検討事項、その中でも、専門を要する事項について

は、明示していきたいと思いますので、現時点では、そのような考えです。 

〇事 務 局：よろしいでしょうか。ほか、ございませんでしょうか。 

〇佐 藤 委 員：よろしいですか。再三、私が言っているのは、要は、団体、連盟が主催す

るような大きな大会については、市の人たちが付いてくれるから、心配は

ないと思うんですけれども。普段のことを、私は、心配するんですよ。指

定管理を受けた人たちの責任範囲というかね。ほったらかしでお前らやっ

たんだから、３団体を指定したんだからと、知らないよ、では困るんです

よ。その辺もスタートの時点で、きっちりしておかないと。だから、遅い、

遅いと言うのは、そこ、なんですよ。もう、５月１日時点では、その辺の

ところを全部きっちりしておかないと。また、新しい職員さんたちが、総

合型から派遣されるにしても、何も、分からないわけですよね。何が起こ

るかも、分からないですし。ボルダリングで、いたずら半分に、３メート

ル、４メートル命綱を付けずに、落ちたら、だれが責任を取るんだ。とい

うことになってしまうので、その辺なんですよ、心配なのは。普通の体育

館と違って、相手が高い所から落ちる想定はないので、上から落ちるとい

うことは体育館ではないんです。学校の場合でも、昔、ロープを吊り下げ

ている器具がありましたが、今はもう、ないんですよ。危険だと言われて、

みんな撤去されたんですよ。ですから、ああいう高い所に、上に登れるか

といって、登って、落ちたといったら、大変なことになるかと思うんです

よ。そのための指導者が、どういう責任を取っていくのかを、もっと早め

に決めておかないと。何をするべきなのか、話をつけなければならないも

のはないのか、常時、誰かが見張っていなければならないのか、そこまで、

考えていかないと、事故が起こりますよ。 

〇事 務 局：施設管理の安全面については、我々もそうですけれども、十分承知してい

るところではあります。さらに、ご心配なさるような所がなかなか説明で

きない状況であって、大変申し訳ないんですけれども、先ほど、お話しま

したとおり、指定管理の事業体さんとは、これから具体的なお話しを詰め

させていただくことになります。そのなかで、いろんな監視体制だとか、

安全対策という部分の話し合いになります。それらの部分について、この

委員会で、状況を説明する機会を取らせていただき、情報提供させていき

たいと思います。 
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〇佐 藤 委 員：指定管理を受ける人たちの負担にならないように、お願いしたいと思いま

す。 

〇事 務 局：他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。それでは、閉会の挨拶を副

委員長からお願いします。 

〇副 委 員 長：第２回目ということで、第１回目より、貴重な意見が出されたと思います。

その意見を十分生かしていただいて、本当に、５月から、良い施設になり

ますように、皆さん、ご協力を一つお願いします。本日、大変ご苦労様で

した。 

〇事 務 局：以上を持ちまして、委員会の全日程を終了させていただきます。 


